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生
物
多
様
性
は
、
動
植
物
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
が

互
い
に
つ
な
が
り
を
持
ち
、
豊
か
な
生
態
系
や
自
然
環

境
を
維
持
し
、
そ
の
結
果
、
衣
食
住
・
医
療
・
文
化
・

産
業
な
ど
、
人
間
の
社
会
活
動
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
豊
か
な
生
態
系
や
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
を

目
的
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
お
よ
び
そ
の
持
続
可
能

な
利
用
が
世
界
的
な
共
通
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
世
界
的
な
動
向
と
し
て
、
生

物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
が
お
よ
そ
二
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
計
一
二
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
二
〇
一
〇
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
、
日
本
が
議
長
国
と
し
て
参
加
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10

で
採
択
さ
れ
た
「
愛
知
目
標
」
が
日
本
を
含
め
た
世
界

的
な
目
標
と
さ
れ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
様
々
な

取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

人
間
活
動
に
よ
る
影
響
が
主
な
要
因
と
さ
れ
、
多
く
の

生
物
が
危
機
に
瀕
し
、
生
物
多
様
性
の
劣
化
は
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
と
建
設
業
の
か
か
わ
り
は
、
建
設
工
事

現
場
に
お
け
る
生
物
多
様
性
へ
の
直
接
的
影
響
だ
け
で

は
な
く
、
生
産
段
階
を
含
む
資
機
材
の
調
達
か
ら
運
搬
、

さ
ら
に
は
燃
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
、様
々
な
か

た
ち
で
生
物
多
様
性
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

る
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
の
価
値
と
、
そ
れ
を
保
全

し
持
続
可
能
に
利
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
建
設
事
業

に
携
わ
る
関
係
者
一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
本
年
四
月
、
会
員
企
業

の
生
物
多
様
性
保
全
活
動
の
さ
ら
な
る
促
進
を
目
指
す

べ
く
「
日
建
連
生
物
多
様
性
行
動
指
針
（
以
下
、
行
動

指
針
と
い
う
）」
を
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
建
設
業
独

自
の
事
業
形
態
を
踏
ま
え
た
基
本
的
な
取
組
み
事
項
を

五
つ
の
行
動
と
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
環
境
教
育
等
を
通
じ
た
理
解
促
進
」「
建
設
事
業
に
お

け
る
環
境
配
慮
の
取
組
」「
資
材
等
の
調
達
に
お
け
る

配
慮
」「
研
究
・
技
術
開
発
の
推
進
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
／
社
会
貢
献
活
動
」
の
五
つ
の
行
動
を
柱
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
行
動
指
針
の
解
説
と
会
員
各
社
の
具
体
的

な
取
組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
解
説
資
料
を
取
り
纏

め
る
な
ど
、
今
般
策
定
し
た
行
動
指
針
を
踏
ま
え
、
会

員
企
業
が
具
体
的
な
行
動
に
移
行
す
る
際
の
道
標
と
な

る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
行
動
指
針
に
関
連
す
る
活
動
は
、
国
際
自

然
保
護
連
合
日
本
委
員
会
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
─Ｊ
）
の
「
に

じ
ゅ
う
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
登
録
し
、
愛
知
目
標

へ
の
貢
献
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t

よ
り
も
さ
ら
に
読
み
や
す
い
内
容
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
数
値
目
標
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
二
五
％
削
減
す
る
と
と
も
に
、
建

設
汚
泥
の
再
資
源
化
等
率
を
二
〇
一
八
年
度
ま
で
に

九
〇
％
以
上
に
、
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
率
を

二
〇
一
八
年
度
ま
で
に
八
〇
％
以
上
に
す
る
こ
と
と
し
、

業
界
内
に
お
け
る
環
境
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
資
す

る
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

巻
末
に
は
コ
ラ
ム
を
新
設
し
、
今
後
注
目
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
環
境
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
違
法
伐
採
対
策
と
国

産
材
の
活
用
」「
Ｚ
Ｅ
Ｂ※

（
ゼ
ブ
）
の
実
現
」「
自
然
由

来
の
重
金
属
」「
生
物
多
様
性
指
針
」
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

本
行
動
計
画
を
各
社
の
環
境
目
標
・
指
針
を
定
め
る

際
の
参
考
や
会
員
各
社
の
従
業
員
に
対
す
る
環
境
啓
発

用
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

http://w
w
w
.nikkenren.com

/kankyou/
jisyu_06.htm
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当
会
は
本
年
四
月
に
「
建
設
業
の
環
境
自
主
行
動
計

画
第
６
版
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
六
年
、
会
員
企
業
お
よ
び
当
会
の
環
境
に
対

す
る
取
組
み
指
針
と
し
て
、「
建
設
業
の
環
境
自
主
行

動
計
画
」
を
策
定
し
て
以
来
、
目
標
の
見
直
し
や
実
施

項
目
の
拡
大
・
充
実
な
ど
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
概
ね
三
年
で
改
訂
版
を
発
行
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
、「
中
期
計
画
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

よ
り
明
確
に
し
、
五
年
間
（
二
〇
一
六
年
四
月
〜

二
〇
二
一
年
三
月
）
の
活
動
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
６
版
」
で
は
、「
第
５
版
」
と
同
様
に
、
建
設
業

界
の
環
境
に
対
す
る
活
動
を
Ｍ
「
環
境
経
営
」
を
ベ
ー

ス
に
、
Ｃ
「
低
炭
素
社
会
」、
Ｒ
「
循
環
型
社
会
」、
Ｎ

「
自
然
共
生
社
会
」
の
三
つ
の
フ
レ
ー
ム
に
整
理
し
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
目
的
と
目
標
を
定
め
、
活
動
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
具
体
的
な
成
果
物
を
盛
り
込

ん
だ
実
施
方
策
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
会
員
企
業
の
環
境

活
動
に
資
す
る
「
業
界
内
に
向
け
た
活
動
」
と
、
行
政
・

関
連
団
体
と
の
連
携
お
よ
び
社
会
に
向
け
た
広
報
活
動

な
ど
の
「
業
界
外
に
向
け
た
活
動
」
に
整
理
し
、
活
動

の
意
図
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
項
目
に
お
け
る
目
標
と
実
施
方
策
と
し
て
、
具
体

的
な
活
動
成
果
を
意
識
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
業

界
全
体
の
環
境
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
し
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
一
般
向
け
の
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
記
述
に
心
が
け
、
第
５
版

日 建 連 活 動 報 告

日
建
連
生
物
多
様
性
行
動
指
針
の
策
定

〜
建
設
業
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
活
動
の

　

さ
ら
な
る
促
進
に
向
け
て
〜

日建連生物多様性行動指針

 

 

 日建連生物多様性行動指針 
 

   １．環境教育等を通じた理解促進 

          建設事業と生物多様性の関わりの深さが広く理解されるよう、建設事 
      業に携わる一人ひとりの生物多様性に対する意識の向上に資する教育・ 
      啓発の積極的な推進に努め、生物多様性の主流化を目指します。 

 
 
 

   ２．建設事業における環境配慮の取組 

             生物多様性に関する知識・情報を活用した技術提案を積極的に行い、 
       生物多様性に配慮した計画、設計、施工に努めます。 

また、低炭素化や資源循環、汚染の予防など、工事における環境配慮 
を推進し、生物多様性への影響の回避・低減に努めます。 

 
 
 

   ３．資材等の調達における配慮 

 生態系に及ぼす影響を考慮し、生物多様性の保全と持続可能な利用に 
配慮した資材等の調達に努めます。 

 
 
 
 
 

   ４．研究・技術開発の推進 

                生物多様性の保全や回復、さらには創出のための生物多様性に関する 
情報や技術的知見の蓄積および研究・技術開発に努めます。 

 
 
 
 
 

   ５．コミュニケーション/社会貢献活動 

                地域社会や行政など、多様な主体との連携・協力を通じ、事業活動に 
          おける生物多様性への影響を低減するとともに、その保全などに努め 

ます。また、生物多様性の保全活動に資する社会貢献活動およびその 
PRに取り組み、豊かな自然の恵みを未来へ引き継ぐ活動に努めます。  

 
 
 
 
 
 

建
設
業
の
環
境
自
主
行
動
計
画

第
６
版
の
策
定

環境経営 低炭素社会 自然共生社会循環型社会
〒104-0032 東京都中央区八丁堀2－5－1 東京建設会館内
TEL ： 03-3553-0701
http://www.nikkenren.com/ 2016.04

建設業の
環境自主
行動計画

第　6　版
2 0 1 6 － 2 0 2 0 年 度

建設業の環境自主行動計画
第６版

※ZEB：ネット・ゼロ・エネルギー・ビル


